























































また、二次的意味として「外界的容認 / 可能」2 を挙げ、さらにそこから派生
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2 「外界的容認 / 可能」とは、外界の状況や規範の上で容認されること、または、
可能であることを表すとされる。















































動＝相手、決定権＝相手、利益 = 自分になるため、「A / A / J」というパター
ンになると考えられる。
































































　その結果、「行動」をするのが「自分」の場合である J / A / J のパターンと、
「行動」するのが「相手」の場合である A / A / J の二つのパターンが考えら




























される文が分類される。たとえば、「店員 / 客」「上司 / 部下」「師弟関係」「主
従関係」などが当てはまると考える。典型的な「依頼」文と比べてみても、文








　「決定権」に注目すると、【表 5】で提示した「表現意図」のほかにも A / A・
J / J となるもの、J / J / J となるものが考えられる。以下、【表 3】にまとめる。






















































































結果を述べる。分類は 3 章、4 章で述べたように、実例 207 件の「行動」「決
9 BCCWJ は、“Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese”の略である。 





　「行動」「決定権」「利益」が J / A / J となるものは「許可求め（1）」「許可
求め（2）」に、J / A・J / J となるものは「判断うかがい」に、J / J / J とな
るものは「許可求めのふりをした宣言」に、A / A / J となるものは「依頼的
用法」に分類する。なお、「分類不可」とは、前後の文脈からでは「行動」「決
定権」「利益」の三点が誰にあるのかが判断できなかった文が当てはまる。以下、
















に次いで多い 56 件、「許可求めのふりをした宣言」に分類される文は 28 件、「依



















































































































































　【表 8】の通り、「許可求め（1）」に分類される文は 113 件、「許可求め（2）」
に分類される文は 2 件、「判断うかがい」に分類される文は 56 件、「許可求め
のふりをした宣言」に分類される文は 28 件、「依頼的用法」に分類される文は
0 件、「分類不可」の例文は 8 件となった。
　このことから、書き言葉として使用されている「てもいいですか」のほとん
どは、「許可求め」として機能することが分かった。また、「判断うかがい」は
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